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要旨 

陸上競技用のシューズを履いて走ったときに地面に与えられる力積を測定し、そこから

シューズが地面に与える平均的な力の大きさを求め、反発力とした。得られた結果と各シ

ューズの特徴との関連性を見出し、反発の大きい走りやすいシューズについて細かく考察

した。 

１．研究の動機と目的 

自分が陸上部に所属しており、シューズによって走りやすさが大きく異なることから、そ

の違いを数値化して明確にしたいと思い、本研究を行った。走ったときにシューズが地面に

与える力積を測定しその大小関係を調べることで、どのシューズがより反発力が大きいか

を明らかにする。また、反発の大きさとシューズのソール（靴底）の素材の関連性について

考察する。 

２．方法 

異なる種類のシューズを５種類用意した。それぞれのシューズを履いた状態でフォース

プラットフォームの上を走り、力積の測定を行った。測定時にはフォースプラットフォーム

上を踵から着地してつま先で蹴る走り方に統一し、各シューズでそれぞれ 10 回ずつ測定を

行った。 

３．結果 

各シューズの測定結果のうち、値の近い 3 回の

データの平均をまとめた（表１）。 

５つのシューズのうち地面に与える力の平均値

（F 平均）が最も大きかったのはシューズＥであっ

た。また、力のピークの値（Fmax）を比較しても

このシューズが最も大きいことが分かった。 

４．考察 

シューズＥのソールにはタイヤのゴム素材が使われているため、滑りにくく地面を掴む

ことができるため力が伝わりやすく、与えた力が大きくなったため F 平均も大きくなった

と考えられる。また、参考文献によると、タイヤのゴム素材が使われたシューズで走ること

でトラクション(地面を掴むことで生み出される推進力)が 30％も向上したという研究結果

があることが分かった。この効果が今回の実験結果で顕著に表れており、このシューズは速

く走ることが重要視されるレース向きであることが分かる。 

５．結論 

本研究において、最も反発が大きいレース向きのシューズはシューズＥであることが分

かった。今後は、シューズのソールの硬さと反発力との関係性についてもさらに研究してい

きたい。 
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